
戦
略
の
視
点
・
目
標

　

総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
次
の
３

つ
の
視
点
か
ら
現
状
認
識
を
行
い
、

課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
第
一
次
産
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
食

料
品
製
造
業
や
宿
泊
業
、
流
通
従
事

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
現
在
取
組
を
進
め
て

い
る「
な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
」

の
事
業
展
開
を
加
速
化
さ
せ
、
第
一

次
産
業
従
事
者
の
所
得
向
上
と
基
盤

産
業
と
し
て
の
成
長
を
実
現
し
、
本

市
の
産
業
構
造
を
活
か
し
た
、「
循

環
型
経
済
」
の
域
内
化
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
へ
の
転
出
な
ど
に
よ

り
各
産
業
に
お
け
る
人
手
不
足
は
顕

在
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
長
産

業
の
担
い
手
と
な
る
、
目
標
を
抱
き

や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
「
人
財
」

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
求
人
ニ
ー

ズ
と
求
職
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
た
め
の
取
組
も
必
要
で
す
。

戦
略
の
視
点
１　

　

地
域
に
成
長
力
を
生
む

　

取
組
の
創
出

2015.12.1 45

策
定
の
背
景

　

我
が
国
の
人
口
は
、
平
成
20
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
活
動
の
縮

小
や
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
負
担
増
な
ど
、
人
口
構
造

の
変
化
へ
の
対
応
が
重
要
な
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
平
成
26
年
11
月

に
成
立
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
同
年
12
月
に
策
定
し
、
人

口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
な
ど
の
国

長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

に
お
け
る
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お

り
、
平
成
25
年
３
月
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し

た
将
来
人
口
推
計
で
は
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
の
長
門
市
の
人
口

を
２
２
、０
８
７
人
と
予
測
。
ま
た
、

平
成
26
年
５
月
に
民
間
の
研
究
機
関

で
あ
る
日
本
創
成
会
議
が
示
し
た
全

国
896
市
町
村
の「
消
滅
可
能
性
都
市
」

に
長
門
市
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
本
市

に
と
っ
て
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
最

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
特
性

を
活
か
し
た
地
域
創
生
を
積
極
的
か

つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
長

門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
期
間

平
成
27
年
度
〜
31
年
度
（
５
年
間
）

総
合
戦
略
の
推
進
体
制

　

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
長
門
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本

部
」
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、
外

部
委
員
に
よ
る
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」

に
お
い
て
毎
年
度
成
果
検
証
や
意
見

聴
取
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
地
域
創
生
の
取
組

を
推
進
し
、「
や
さ
し
さ
が
こ
だ
ま
す
る
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の

基
本
的
計
画
と
な
る
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
人
口
の
現
状
を
分

析
し
、
将
来
展
望
を
示
す
「
長
門
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
10
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
１

「
し
ご
と
」
を
つ
く
る

重
点
施
策
「
な
が
と
成
長
戦
略
推
進

事
業
」
の
さ
ら
な
る
加
速

取
組
内
容　

●
一
市
一
農
場
の
推
進
、
自
然
栽
培

　

米
等
の
供
給
基
地
化
、
長
州
黒
か

　

し
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
長

　

州
な
が
と
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

　

水
産
物
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り

●
販
路
開
拓
の
推
進
、「
な
が
と
物

　

産
合
同
会
社
」
の
司
令
塔
機
能
の

　

強
化
、
地
元
直
売
所
の
整
備
な
ど

●
安
心
・
安
全
な
農
水
産
物
づ
く
り
、

　

循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
構
築

●
仙
崎
地
区
・
俵
山
地
区
・
湯
本
地

　

区
な
ど
の
観
光
振
興

●
後
継
者
・
継
承
者
の
確
保
お
よ
び

　

新
規
就
業
の
創
出

●
地
域
循
環
型
経
済
の
確
立

　

人
口
減
少
に
対
し
、
経
済
対
策
や

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
複

合
的
な
取
組
に
よ
る
「
自
然
減
」
へ

の
対
応
と
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
、
転
出
な
ど
に
よ

る
人
口
の
「
社
会
減
」
に
歯
止
め
を

か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
魅
力
的
な
地
域

資
源
（
自
然
、
文
化
、
教
育
環
境
）

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、「
結
婚
、

妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
」
の
切
れ
目

な
い
支
援
を
さ
ら
に
進
め
、
都
市
部

に
は
な
い
長
門
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
人
口
の
流
入
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

基
本
目
標
２「

う
ご
き
」を
生
む

取
組
内
容

●
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
に
よ
る
交
流

　

人
口
拡
大

●
外
国
人
観
光
客
な
ど
の
受
入
環
境

　

整
備
に
よ
る
交
流
人
口
創
出

●
長
門
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
活
か

　

し
た
交
流
人
口
拡
大

●
移
住
・
定
住
促
進
対
策

●
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
に
向
け
た
情

　

報
発
信

●
地
域
の
し
ご
と
支
援
に
よ
る
定
住

　

促
進

基
本
目
標
３「

ひ
と
」
を
育
む

取
組
内
容

●
縁
結
び
支
援

●
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

　

が
で
き
る
環
境
づ
く
り

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
人口 B

人口

2060 年

2055 年

2050 年

2045 年

2040 年

2035 年

2030 年

2025 年

2020 年

2015 年

2010 年

（人）

（平成 22年） （平成 32 年） （平成 42 年） （平成 52 年） （平成 62 年） （平成 72 年）

38,349

29,816

27,182

26,265

22,084

21,340

14,217

●
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環

　

境
づ
く
り

●
保
育
園
で
の
体
験
活
動
の
推
進

●
食
育
を
通
じ
た
地
域
子
育
て
推
進

●
体
験
型
学
習
の
推
進

●
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携

●
市
内
高
校
へ
の
通
学
環
境
づ
く
り

　

本
市
は
す
で
に
「
超
少
子
高
齢

型
」
の
人
口
構
成
を
顕
著
に
示
し
て

お
り
、
10
年
後
に
は
高
齢
化
率
が
約

45
％
に
達
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
治
会
が
担
っ

て
き
た
集
落
機
能
の
弱
体
化
を
抑
制

し
、
地
域
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
構

造
を
維
持
す
る
た
め
に
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
地

域
の
「
活
動
」
を
持
続
可
能
な
「
事

業
」
と
し
て
発
展
、
成
立
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計

総合戦略の着実な実行で、
人口減少をできるだけ緩やかに

長門市の人口の将来展望（2010 年は実績値）

基
本
目
標
４「ま

ち
」
を
つ
く
る

取
組
内
容

●
市
民
活
動
の
活
性
化
支
援

●
集
落
機
能
の
再
生
支
援

●
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
活

　

動
団
体
情
報
の
共
有
と
発
信

●
高
齢
者
に
よ
る
地
域
貢
献
の
た
め

　

の
体
制
づ
く
り

●
自
然
環
境
と
ま
ち
な
み
の
保
全

●
情
報
通
信
網
の
整
備
・
充
実

●
交
通
弱
者
の
移
動
支
援

●
高
齢
者
家
庭
等
の
買
い
物
支
援

●
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
ず
れ
の
取
組
で
も
核
と
な
る

「
輝
く
人
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、

そ
の
ひ
と
が
ま
た「
輝
く
サ
イ
ク
ル
」

を
作
る
こ
と
を
通
じ
、「
や
さ
し
さ

が
こ
だ
ま
す
る　

子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
地
方

創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」「
長
門
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
企
画

調
整
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
２
２
９

戦
略
の
視
点
２　

　
人
口
減
少
に
対
す
る
短
期
・

　

中
長
期
で
の
歯
止
め

戦
略
の
視
点
３　

　

人
口
減
少
下
で
も
活
力
を

　

維
持
で
き
る
地
域
づ
く
り

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
へ

人口の将来展望の値は、戦略の諸施策の効果により、
下図①、②の率を実現した場合の人口推計値から算出

人口の将来展望

推　計　値

年 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

①社会減率 0.50 0.42 0.33 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

②合計特殊出生率 1.56 1.71 1.80 1.90 2.00 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

目
標
数
値　

・
５
年
後
に
は
、
社
会
減
を
総
人

 

口
比

0.42
に
。
２
０
３
０
年
以
降 

　
現
状
の
半
分
の

0.25
に

・
合
計
特
殊
出
生
率
を
５
年
後

 

に
1.71
、
２
０
３
０
年
の
希
望

　
出
生
率
を
1.9
に

目
標
数
値　

・
５
年
間
で
550
人
の
雇
用
を
創
出

目
標
数
値　

・
５
年
後
に
地
域
共
同
体
設
置

    

地
域
面 

積
85
％


